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１．決算・業績予想
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2011年度決算・2012年度業績予想

ナフサ価格 54,900円/kl 65,000円/kl

為替レート 79.08円/ドル 82.50円/ドル

2011年度 2012年度 前期比

売上高 19,479 22,300 +2,821
営業利益 607 900 +293
持分法投資損益 20 160 +140

経常利益 507 950 +443
純利益 56 400 +344

年間配当金 9円/株 9円/株

（単位：億円）
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2012年度業績予想
 

売上高分析

（単位：億円）

2011年度 2012年度 増減 売価差 数量差
邦貨

 換算差

基礎化学 2,843 3,100 +257 +55 +182 +20

石油化学 6,724 8,300 +1,576 +480 +976 +120

情報電子化学 2,931 3,600 +669 △240 +859 +50

健康・

 農業関連事業 2,641 2,900 +259 +15 +244 0

医薬品 3,805 3,800 △5 △100 +55 +40

その他 534 600 +66 - +66 0

連結合計 19,479 22,300 +2,821 +210 +2,381 +230

海外売上高 10,090    12,500 +2,410

海外売上高比率 52％ 56％ +4％
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2012年度業績予想
 

営業利益分析

（億円）

0

300

600

900

1,200

交易条件

 △510

コスト差

 ＋280

数量差等

 ＋523

607

2011年度
2012年度
（予想）

900

2011年度
 

607億円→2012年度900億円
 （+293億円）
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2011年度 2012年度 増減 主な利益増減要因

基礎化学 93 90 △3
・交易条件悪化

・販売数量増加

石油化学 62 110 +48
・販売数量増加

・交易条件悪化

情報電子化学 110 240 +130
・販売数量増加

・合理化の進展

・液晶部材の売価低下

健康・

 農業関連事業
265 340 +75

・円高緩和による輸出手取り増加

・販売数量増加

医薬品 209 270 +61
・販売費・一般管理費の減少

・販売数量増加

・薬価改定による売価低下

その他 △132 △150 △18

全社合計 607 900 +293

2012年度業績予想
 

部門別営業利益

（単位：億円）
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2011年度決算・2012年度業績予想

ナフサ価格 54,900円/kl 65,000円/kl

為替レート 79.08円/ドル 82.50円/ドル

2011年度 2012年度 前期比

売上高 19,479 22,300 +2,821
営業利益 607 900 +293
持分法投資損益 20 160 +140

経常利益 507 950 +443
純利益 56 400 +344

年間配当金 9円/株 9円/株

（単位：億円）
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連結 売上高・経常利益・純利益推移

（億円）



住友化学 2011年度 決算説明会 10

2012年度業績予想（中期経営計画対比）

2012年度

 中期経営計画
2012年度

 業績予想
差異の主な要因

売上高 24,000 22,300 

 

経済環境の悪化
 に伴う需要大幅
 減少



 

円高の進行
営業利益 1,900 900

経常利益 2,200 950

純利益 1,400 400

ナフサ価格 50,000円/kl 65,000円/kl

為替レート 90円/ドル 82.5円/ドル

（単位：億円）



２．現在の重点課題
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現在の重点課題

これまで 現在 これから

2001年

グローバル化

2020～30年2011年

抜本的な事業基盤の強化抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）（３大課題の克服）

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス
ＩＣＴ

（収益性改善）

（投資の厳選）

（資産効率向上）

グローバル経営の深化

次世代事業の開発次世代事業の開発

財務基盤の強化



３．財務基盤の強化
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財務基盤の強化

これまで 現在 これから

2001年

グローバル化グローバル化

2020～30年2011年

抜本的な事業基盤の強化抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）（３大課題の克服）

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス
ＩＣＴ

（収益性改善）

（投資の厳選）

（資産効率向上）

グローバル経営の深化

次世代事業の開発次世代事業の開発

財務基盤の強化
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これまでの経営課題および事業戦略

重点課題

大型事業戦略

投資額

具体成果
売上増

 
（00年度→10年度）

石油化学事業の

抜本的競争力強化

ラービグＰＪの推進

約１,６６０億円

（出資・融資）

総事業費１０１億US$

石油化学部門

(３,７５５億円→６,４９９億円）

ライフサイエンス事業の

クリティカルマス確保

大日本住友製薬の発足

サノビオン社買収

約２,１９０億円

（株式買増、買収）

医薬品部門

（１,５６７億円→３,６５９億円）

将来の核となる

新規事業の育成

情報電子化学部門

の新設・事業拡大

約３,５５０億円

（設立以降１０年間の

 
設備投資累計）

情報電子化学部門

（６０２億円→３,２２３億円）
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財務安全性指標推移

5,786
6,410 6,739

7,954

9,979 10,403

4,873 4,852

10,530

4,707
4,853 0.67

1.21

32% 30% 33% 35% 33% 34% 33%
27% 24% 22% 21%

1.461.37

1.03

0.620.61
0.70

0.80
0.900.92

0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1.8

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

有利子負債（右軸） D/Eレシオ（左軸） 自己資本比率（％）

（億円）（倍）

（年度）
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財務基盤の強化

＜２０１５年度末までの目標＞

 
・有利子負債残高

 
９，０００億円未満

・D/Eレシオ

 
０．９倍未満

攻めの経営・戦略の自由度確保



 

営業キャッシュ・フロー

 の一定範囲内



 

大型事業の早期収益化



 

不採算事業の整理・撤収



 

間接費の抜本的合理化



 

為替変動への抵抗力強化



 

キャッシュコンバージョン

 サイクル短縮

収益性改善 資産効率向上投資の厳選

財務基盤の強化
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収益性改善：間接費の抜本的合理化

本社固定費を中心に間接費を２０１５年度までに１５０億円削減
（２０１１年度比、全体の約１５％）

研究費の効率化

(生産性向上）

サービス機能の効率化

（管理部門機能のシェアド

 サービス､アウトソーシング)

業務の効率化

グローバル化を支えるための本社固定費増加（含む研究費）
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収益性改善：為替変動への抵抗力強化

為替感応度（１円/ＵＳＤ変動）を半減

営業利益
 

４０億円強/年→２０億円強/年

海外生産の拡大

外貨建収支のアンバランスの緩和
 （偏光板等の原料のドル建購入推進等）
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目標



 

売掛回収サイト短縮



 

在庫の縮減・適正化



 

買掛支払サイト延長

取扱内容

資産効率向上：キャッシュコンバージョンサイクル（CCC）の短縮

２０１５年度までにＣＣＣ
▲２５％減（２０１０年度比）

２０１１～２０１５年度合計
１,３００億円

CCC（日）＝売掛債権回転期間＋棚卸資産回転期間－仕入債務回転期間

当社ＣＣＣ日数推移

ＣＣＣ改善効果

87
106

92 95

69

73
56

76
56

73
57 77

58

40

84

114108
126
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55
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棚卸資産 ＣＣＣ

売掛債権 仕入債務
（日）

（年度）

（目標）
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財務基盤強化の目標数値

有利子負債残高

D/Eレシオ

２０１１年度末 ２０１５年度末までに

１０,５３０億円 ９,０００億円未満

２０１１年度末 ２０１５年度末までに

１.５倍 ０.９倍未満
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財務安全性指標推移

4,873 4,852

6,410

9,979
10,403 10,530 10,700

9,000

4,853
4,707
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0.92 0.90

0.80
0.70

32% 30% 33% 35% 33% 34% 33%
27% 24% 22% 21%

0.90
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0.67
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（予想） （目標）
（年度）



４．次期中期経営計画に向けて
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次期中期経営計画の位置付け

これまで 現在 将来

2001年

グローバル化

2020～30年2011年

抜本的な事業基盤の強化抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）（３大課題の克服）

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス
ＩＣＴ

（収益性改善）

（投資の厳選）

（資産効率向上）

新中計

次世代事業の開発次世代事業の開発

ＳＴＥＰ

 
１

財務基盤の強化

グローバル経営の深化

ＳＴＥＰ

 
２

新たな成長軌道

 の開拓
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次期中期経営計画策定の考え方

（収益性改善）


 

大型事業の早期収益化



 

不採算事業の整理・撤収



 

間接費の抜本的合理化



 

為替変動への抵抗力強化

（投資の厳選）


 

営業キャッシュ・フローの一定範囲内

（資産効率向上）


 

キャッシュコンバージョンサイクル短縮

現在 将来新中計

グローバル経営の深化（継続的課題）

次世代事業の開発（中長期的課題）

ＳＴＥＰ
 

１
 

財務基盤の強化（短期的課題）

ＳＴＥＰ
 

２
新たな成長軌道

の開拓

（成長分野への

 経営資源集中）

（次世代事業の

 早期確立）



次世代事業の開発（中長期的課題）
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精密加工
有機・

 高分子材料

 機能設計

無機材料

 機能設計
デバイス

 設計
ゲノム科学 触媒設計

課題解決
 

～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

持続可能な社会の発展に貢献

環境

 エネルギー

ライフ

 サイエンス ＩＣＴ

６つのコア技術の活用・融合

グローバルな課題の解決に貢献する製品の提供＝次世代事業の確立
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次世代事業の開発
 

（環境・エネルギー、ICT）

創エネルギー

蓄エネルギー

省エネルギー

エネルギー
マネジメント

本格普及時期

2011年 2015年 2020年～

リチウムイオン電池
（セパレータ）

リチウムイオン電池用（高電圧）
（正極材）

Ｓｉ系太陽電池
（ＨＥＶＡ、電極ペーストなど）

有機薄膜太陽電池超高効率ＰＶ
（エピウエハ）

ＬＥＤ照明
（サファイヤ基板、アルミナなど）

有機ＥＬ照明

パワー半導体
（エピウエハ）

燃料電池（車載用）
（プロトン伝導膜）

高熱伝導樹脂

環境 ＣＯ2

 

分離ＤＰＦ

ＩＣＴ
次世代偏光板

有機ＥＬ（ディスプレイ） 有機半導体
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ライフサイエンス：ラツーダ

ラツーダ

 
米国売上予想 今後の適用範囲と販売地域の拡大

統合失調症

 カナダ

 

：２０１１年６月申請

 日本

 

：新規第Ⅲ相試験開始

 中国

 

：２０１１年９月治験届け提出

 欧州

 

：第Ⅲ相段階（武田薬品と共同開発）

統合失調症（上限用量追加）

 米国

 

：２０１１年６月申請

 ２０１２年４月承認

双極性障害うつ

 米国

 

：２０１２年適応追加申請

 ２０１３年追加効能取得予定

双極性メンテナンス

 米国・欧州等

 

：２０１１年２Q第Ⅲ相試験開始

大うつ（混合症状）

 米国

 

：２０１１年２Q第Ⅲ相試験開始

2012年度 2014年度

500

0

（予想） （中計目標）

（億円）



住友化学 2011年度 決算説明会 30

ライフサイエンス：BBI608、BBI503作用メカニズム概要

既存の
抗がん剤治療

再発

転移

異性質のがん

⇒抗がん剤抵抗性

赤い細胞（がん幹細胞）を

たたかないと根治できない

赤い細胞（がん幹細胞）を

たたかないと根治できない

がん幹細胞生存

⇒抗がん剤抵抗性

化学療法剤との併用などで、



 

劇的な効果（根治）を期待



 

耐性・再発・転移に対する効果期待

BBI608、BBI503
がん幹細胞を標的とした薬
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ライフサイエンス：BBI608、BBI503の特徴

Phase1 Phase2 Phase3前臨床

開発スケジュール



 

Ｆｉｒｓｔ-ｉｎ

 

ｃｌａｓｓの分子標的薬

 （低分子化合物、経口投与）



 

がん幹細胞およびがん細胞に対して

 細胞増殖抑制・細胞死を誘導する



 

化学療法剤などとの併用により高い

 有効性を示し、高い安全性も確認済み

BBI608


 

Ｆｉｒｓｔ-ｉｎ

 

ｃｌａｓｓの分子標的薬

 （低分子化合物、経口投与）



 

ＢＢＩ６０８とは異なる作用メカニズムで作用する



 

がん幹細胞およびがん細胞に対して細胞増殖

 抑制・細胞死を誘導する



 

化学療法剤などとの併用による高い有効性と、

 高い安全性を期待する薬剤

BBＩ503

製品名

 

目標適応症

BBI608

 

結腸直腸がん（2nd/3rd

 

line、単剤）

 結腸直腸がん（2nd/3rd

 

line、併用）

 結腸直腸がん（1st

 

line、併用）

 固形がん（2nd/3rd

 

line、Paclitaxel併用）

BBI503

 

固形がん（安全性試験、単剤）

P1b計画中

P3準備中

P2実施中

P1b/2実施中

P1実施中

最速、2015年
北米上市が

 目標
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高分子有機ELの事業戦略

ディスプレイ用
高分子有機ＥＬ

発光材

有機
半導体

高分子
有機ＥＬ
照明

有機薄膜
太陽電池

プリンティッド・エレクトロニクスへの展開プリンティッド・エレクトロニクスへの展開
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ディスプレイ用高分子有機EL発光材

低分子有機EL 高分子有機EL

インクジェット、スリットダイコーダー等

高分子塗布系は、装置とプロセスの両面で低コスト化が可能

設
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複数の蒸着室が必要な真空蒸着装置 各種印刷装置を用途に応じて採用

層数が多い 層数が少ない
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高分子有機EL照明

中間色を単層で塗ることができるという高分子有機EL材料の特長を活かし、６０色の

 繊細な色合いのパネルによる高分子有機ＥＬ照明を展示

デザインは、日本を代表する世界的照明デザイナー石井幹子氏

会期 ２０１２年４月１５日（日）～２０日（金）

場所 ドイツ

 

メッセ・フランクフルト

 

（Ｍｅｓｓｅ

 

Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ）

概要 ライト・アンド・ビルディング展は、２年に一度開催される、欧州最大の照明や建築技術の展示会

ライト・アンド・ビルディング展へ初出展ライト・アンド・ビルディング展へ初出展



グローバル経営の深化（継続的課題）
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グローバル経営の深化

健康・農業化学
（豪州）

 
ニューファームとの資本・業務提携

（米国）

 
モンサントとの業務提携

石油化学
（シンガポール）

 
S-SBR新プラント建設

（サウジアラビア）

 
ラービグ・プロジェクト・フェーズⅡ検討

情報電子化学
（韓国）

 
タッチパネルセンサー設備新設

 
サファイア基板合弁設立

（中国）

 
サプライチェーン構築

基礎化学
（シンガポール）

 
メタアクリル樹脂増強

（ポーランド）

 
DPF工場建設

医薬

（米国）

 
ラツーダ販売

 
ＢＢＩ社買収

（欧州）

 
ラツーダの武田薬品との提携

海外
生産

高

２０１１年度
40％
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海外売上高推移
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参考：

 
海外生産高比率

 
２０１１年度

 
４０％

ラービグ計画

 
意思決定
シンガポール

 
ＭＭＡ２期増強

台湾にて偏光

 
フィルム生産開始

韓国にて偏光

 
フィルム生産開始

ペトロラービグ社

 
稼働開始
セプラコール社買収

ニューファーム社との
資本・事業提携ＣＤＴ社買収

シンガポール

 
ＭＭＡ３期

 
増強

（予想）
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海外比率

２０１０年度

 実績
２０１１年度

 実績
２０１２年度

 予想

海外売上高比率 ５３％ ５２％ ５６％

海外生産高比率 ４０％ ４０％ ４３％

海外人員比率 ３８％ ３９％ ４０％



５．配当方針
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配当方針
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当社は、剰余金の配当の決定にあたり、株主還元を経営上の最重要課題の一つと考え、

各期の業績、配当性向ならびに以後の事業展開に必要な内部留保の水準等を総合的に

勘案し、安定的な配当を継続することを基本としております。

99



住友化学 2011年度 決算説明会 41

Creative Hybrid Chemistry



（参考情報）2011年度決算概要
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2011年度
 

業績

ナフサ価格 47,500円/kl 54,900円/kl

為替レート 85.74円/ドル 79.08円/ドル

2010年度 2011年度 前期比

売上高 19,824 19,479 △346
営業利益 880 607 △273
持分法投資損益 108 20 △88

経常利益 841 507 △334
特別損益 △84 △268 △184

法人税等 △348 △83 ＋265

少数株主利益 △164 △101 ＋64

純利益 244 56 △188

年間配当金 9円/株 9円/株

（単位：億円）
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2011年度
 

売上高分析

（単位：億円）

2010年度 2011年度 増減 売価差 数量差
邦貨

 換算差

基礎化学 3,023 2,843 △179 +65 △200 △44

石油化学 6,499 6,724 +225 +790 △303 △261

情報電子化学 3,223 2,931 △292 △335 +168 △125

健康・

 農業関連事業 2,508 2,641 +133 0 +231 △97

医薬品 4,106 3,805 △301 - △199 △102

その他 466 534 +68 - +68 0

連結合計 19,824 19,479 △346 +520 △236 △629

海外売上高 10,567 10,090 △477

海外売上高比率 53％ 52％ △1％
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2011年度
 

営業利益分析

2010年度
 

880億円
 

→ 2011年度
 

607億円
 （△273億円）
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2011年度
 

部門別営業利益

2010年度 2011年度 増減 主な利益増減要因

基礎化学 206 93 △113


 

交易条件悪化


 

販売数量減少

石油化学 111 62 △50 

 

販売数量減少

情報電子化学 261 110 △152 

 

液晶部材の売価低下

健康・

農業関連事業
233 265 +32 

 

販売数量増加

医薬品 287 209 △77 

 

開発・販売権収入一時金減少

その他 △219 △132 +87 

 

電力需給逼迫で、売電量増加

全社合計 880 607 △273

（単位：億円）
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注意事項

本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち歴史

 的事実でないものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情報は、現在入手

 可能な情報から得られた情報にもとづき算出したものであり、リスクや不確定な要因を

 含んでおります。実際の業績等に重大な影響を与えうる重要な要因としては、住友化

 学の事業領域をとりまく経済情勢、市場における住友化学の製品に対する需要動向、

 競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場において住友化学が引き

 続き顧客に受け入れられる製品を提供できる能力、為替レートの変動などがあります。

 但し、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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